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（ドル） 2018年度 2017年度 2016年度 2015年度

総収益 795億9100万 791億3,900万 799億1,900万 817億4,100万

売上総利益 369億3600万 362億2,700万 382億9,400万 406億8,400万

売上原価 426億5500万円 421億9600万円 414億0200万 410億5700万

継続事業純利益 87億2800万 57億5,300万* 118億7,200万 131億9,000万

潜在株式調整後の
1株当たり利益 13.81 13.66* 13.44** 14.92**

総売上⾼ 795億ドル
税引前利益 137億ドル
研究開発費 53億ドル
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従業員 35.1万⼈
基礎研究所 13か所
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アジア・パシフィック
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*⽶国の税制改訂に関連した55億ドルの⼀時的な費⽤、または2017年の希薄化後1株当たり利益の5.84ドルを含む
**純利益コストの提⽰に関するFASBガイダンスを、反映するためにリキャストします。(2018)
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⽇本IBMのビジョンと重点施策

© 2020 IBM Corporation

最先端のテクノロジーと創造性をもって、
お客様とともに、仲間とともに、社会とともに、
あらゆる枠を超えて、より良い未来づくりに取り組む企業グループ

⽇本IBMグループ・ビジョン

お客様のデジタル変⾰をリード

5. 社員が輝ける働く環境の実現

6. 社会貢献の推進

1.デジタル変⾰
の推進

2. 先進テクノロジー
による新規ビジネス
の共創

3. IT・AI⼈財の
育成

4.信頼性と透明性
の確保

6つの重点施策



ハイブリッド・クラウド・・・︖

出典︓いらすとや



⼀般化したクラウド・コンピューティング
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クラウドを活⽤することの主なメリット



アプリや運⽤は変えずにIaaS移⾏︖

vm Windows
Server



アプリや運⽤は変えずにIaaS移⾏︖

vm Windows
Server



クラウドのメリットを最⼤化する基本的な考え⽅

オンプレ IaaS

既存サーバーの代替としての
クラウド

クラウドのメリットを
最⼤化する (LIFT & SHIFT)

＝

オンプレ

IaaS

何も変えない

PaaS
SaaSvm

vm ‘
LIFT

SHIFT

適材適所



クラウド・ネイティブへの道

既存アプリとミドルウェア
のコンテナ化による
運⽤性・保守性の向上

B

既存アプリのクラウド・サービス連携
とCI/CDの確⽴による
アジャイル・クラウド運⽤の実現

C

モノリシックな
既存アプリ

Traditional WAS

クラウド移⾏と
既存システム連携

Cloud Enabled

コンテナ基盤運⽤
の⾃動化

Liberty
サービスと
データをAPI公開

Containerized

既存ワークロードのクラウド移⾏
によるスケーラビリティーの獲得A

外部APIの活⽤
“APIエコノミー”

マイクロサービス化

Public Hybrid Private

Cloud Native
IBM/OSS
サービス

IBM Cloud IBM Cloud

既存アプリのリファクタリング
とマイクロサービス化による
クラウドネイティブの実現

D



Systems of Record(SoR)と
Systems of Engagement(SoE)のバイモーダルIT

Systems of 
Engagement

更なる差別化と変⾰

Systems of 
Record

洗練された業務

アジャイル・モード
(モード2)

(DevOps, Lean,,,)

従来型モード
(モード1)

(ITIL, CMMI) 

バイモー
ダル

出典:  The agile CIO: Mastering digital disruption. http://blog.kpmg.ch/the-agile-cio-mastering-digital-disruption/ , 
Gartner, Seven Steps to Starting a Successful DevOps Initiative

http://blog.kpmg.ch/the-agile-cio-mastering-digital-disruption/


Systems of Recordに適したIT基盤とは

安定性と⾼い信頼性

中⻑期にわたり同じ
システムの利⽤を継続

ある程度の品質を
リリース時点で担保

ベアメタル・サーバー



Systems of Engagementに適したIT基盤とは

短期間でリリース
常に改善

粒度の細かいサービス
多様な情報との連携

アジャイル
Good Enough



ハイブリッドクラウドは理想ではなく現実解

SoE
アプリ

SoR
アプリ

(顧客情報)

SoE
アプリ

機
能
追
加

機能拡張

SaaS

SoR
アプリ

(経理情報)

SoE
アプリ

SoE基盤

SoR基盤

ハイブリッド
クラウド



⾒えているGOAL

⼀朝⼀⼣では難しい、だからロードマップが重要

START

到達すべき
GOAL

ハイブリッド
クラウド基盤の

統合管理
SoEアプリの
コンテナ化と
API標準の整備SoRアプリの

クラウド
イネーブル



お客様の変⾰をお⼿伝いする
IBMのサービスや
ソリューション



IBM Garageの概要
IBMの幅広い専⾨知識により、イノベーションの実験・実証・実践を繰り返し、
「デジタル・イノベーションの推進」、「新規事業の⽴ち上げ」を⽀援します。

IBMの多様な⼈材でお客様に
⾜りない⼈材を補強し、アジャイルな
イノベーションチームを組織化

デジタル戦略・顧客体験・MVPを
迅速に作り上げるための⼿法。

デジタル戦略 | デザイン思考 | Agile/DevOps

デジタルの実験場としての
クラウドサービス、
多種多様なAPI

PEOPLE PRACTICE PLACE

IBM Garage



IBM Cloudの特徴

Open Innovation Security Leadership Enterprise Grade
OpenShiftを含むオープンソース
のためのパブリッククラウド

- オープンテクノロジーを中⼼に様々な
サービスが利⽤できる

- マネージドRed Hat OpenShiftにより
簡単にアプリをビルド・実⾏可能

- 1,000社16,000以上のKubernetesク
ラスターの本番稼働実績
WatsonやIBM BlockchainもKubernetesで稼働

- IBMは、クラウドネイティブ・
オープンソース・プロジェクトの
主要コントリビューターでもある

プラットフォーム全体で最⾼
レベルのデータ保護

- データの暗号化に関する業界で
最も⾼い規格に準拠 (FIPS 140-2 Level4)

- IBM社員でさえデータの判別が不可能な、
(お客様⾃⾝が) 設定可能なセキュリ
ティ

- IBMセキュリティ・ソリューションとの
組み合わせた、脅威マネジメントを利
⽤可能

- 業界をリードするコンテナ・セキュリ
ティ

エンタープライズワークロードの
ための信頼性

- 2,000社以上の導⼊実績を誇る、
VMwareのNo.1パプリッククラウド

- Power (AIX / IBM i), IBM z, SAP、
ミッションクリティカルなワークロー
ドのマイグレーションが可能

- セキュアなコンピューティング環境の
最も豊富な選択肢
ベアメタル、Virtual Private Cloud (VPC)、
仮想サーバー、コンテナ、サーバーレス



IBM Cloudで使⽤できるさまざまなテクノロジー



既存のワークロードをコンテナ化する

包括的かつシンプル
アプリケーション、データ、AI サービスが
完全にモジュール化され、利⽤が容易

IBMが製品として対応
OSSを含めてフルスタックでサポート、
継続的なセキュリティー・アップデート、
コンプライアンス対応、
バージョンの継続的な互換性

どこでも稼働
オンプレミス、プライベート・クラウド、
パブリック・クラウド、統合型システム

IBM Cloud SystemsEdge PrivateOther Cloud

AWS Azure GCP

IBM Cloud Paks

運⽤サービス (コンテナ向け共通管理基盤）
ロギング、モニタリング、利⽤量計測、セキュリティー、
アイデンティティー管理、イメージ・レジストリーを統合

コンテナ・プラットフォーム
Kubernetesベース、ポータブル

コンテナ化されたIBMソフトウェア
セキュリティー準拠、運⽤コア・サービスと
事前統合されたオープンソース・コンポーネントを
含めたパッケージ

運⽤サービス＆コンテナプラットフォーム
ロギング、モニタリング、利⽤量計測、セキュリティー、
アイデンティティー管理、イメージ・レジストリーを統合



多様なワークロード/機能とコンテナの橋渡しする
IBM Cloud Paks

IBM Cloud SystemsEdge PrivateOther Cloud

AWS Azure GCP

Cloud Pak for 
Applications

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

Cloud Pak for 
Data

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

Cloud Pak for 
Integration

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

Cloud Pak for 
Automation

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

Cloud Pak for 
Multi-cloud 

Management

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

コンテナ化された
IBMソフトウェア

アプリケーションの
ビルド
デプロイ
実⾏

データの
収集
編成
解析

アプリケーション/
データ/

クラウドサービス/
API の統合

ビジネス・プロセス
意思決定

コンテンツの変⾰

マルチクラウドの
可視性

ガバナンス
⾃動化

Cloud Pak for 
Security

コンテナ
プラットフォーム
運⽤サービス

コンテナ化された
IBMソフトウェア

セキュリティーの
データ、ツール、
ワークフローを

結びつける



当セッションでお伝えしたかったこと – まとめ

• クラウドを活かすために、場当たり的な導⼊は
⾮効率的

• クラウドは適材適所。やりたいことで使うべき
サービスが違うことを意識する

• 中期(3年程度)のゴールを定め、
そこに向かって限られた投資（予算）を使う

• IBMはロードマップ策定から今すぐ使⽤できる
テクノロジーまで、幅広く皆様をご⽀援できる
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